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解
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董

藤
沢
市
清
浄
光
寺
の
時
衆
過
去
帳

赤
　
松
　
俊
　
秀

　
太
平
記
巻
第
コ
十
六
の
正
行
参
吉
野
事
に
出
て
い
る
如
意
輪
堂
の
壁
板
に
連

署
す
る
有
名
な
記
事
に
、
　
「
各
名
字
を
過
去
帳
に
書
き
連
ね
て
」
と
あ
っ
て
、

死
を
決
し
た
一
族
の
覚
悟
の
程
を
示
す
の
に
、
過
去
帳
に
そ
の
名
を
記
す
る
と

表
現
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
又
滋
賀
県
坂
田
郡
患
長
村
番
場
蓮
難
寺
の

六
波
羅
南
北
過
去
帳
は
元
弘
三
年
五
月
九
日
に
当
寺
前
で
討
死
自
害
し
た
六
波

羅
操
題
一
族
百
三
十
人
以
下
の
入
々
の
姓
名
を
認
録
し
て
お
り
、
群
霧
類
従
に

そ
の
全
文
が
収
録
さ
れ
、
原
本
は
早
く
国
宝
に
指
窟
さ
れ
た
。
こ
の
よ
5
に
過

表
帳
と
武
士
の
宗
教
観
念
に
つ
い
て
何
か
縛
殊
の
結
び
付
き
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
の
に
対
し
て
、
鎌
倉
時
代
の
後
期
か
ら
窒
町
時
代
に
か
け
て
、
武
士
に
特
に

儒
ぜ
ら
れ
た
時
宗
の
総
本
出
藤
沢
市
清
浄
光
寺
に
は
、
初
祖
一
遍
か
ら
三
十
代

他
阿
上
人
ま
で
書
き
継
ぎ
の
過
表
帳
の
原
本
二
轄
を
保
存
し
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
、
従
来
史
料
が
欠
け
て
い
る
た
め
に
殆
ん
ど
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
時
宗
の

儒
者
晒
が
か
な
り
よ
く
解
る
よ
ろ
に
な
っ
た
。

費
料
　
解
再
説

　
さ
て
そ
の
内
容
で
あ
る
が
、
甲
帖
は
僧
衆
、
乙
幟
は
尼
衆
と
性
別
に
書
き
分

け
る
建
前
が
始
め
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
譲
き
始
め
は
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弘
和
二
年
六
耳

陪
が
弘
安
コ
年
六
月
で
、
　
「
時
衆
過
・
去
帳
事
揃
梁
思
阿
弥
陀
仏
」
と
筆
を
起
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弘
安
四
革
日
月

て
お
り
、
乙
の
部
は
弘
安
四
年
で
、
　
「
時
衆
過
去
帳
事
尼
衆
西
二
房
」
と
書
き

初
め
ら
れ
、
以
下
両
糖
共
に
法
名
と
命
臼
が
次
々
に
記
さ
れ
て
い
る
。
問
題
は

最
初
の
一
行
か
ら
書
き
継
ぎ
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
最
初
の
内
の
あ
る
部
分
は

一
度
に
霧
い
た
の
で
は
な
い
か
と
云
ら
こ
と
で
あ
る
が
、
厳
密
の
意
昧
で
は
最

初
か
ら
一
行
宛
の
書
き
継
ぎ
で
は
な
い
に
し
て
も
、
弘
安
五
六
年
頃
か
ら
は
書

き
継
ぎ
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
実
物
を
見
れ
ば
す
ぐ
判
明
す
る
し
、
僧
衆
の
過

玄
帳
の
巻
頭
の
欄
外
に
、
書
き
鐵
し
の
「
時
衆
過
去
帳
事
貰
笑
」
と
は
、
同
じ

筆
者
で
あ
る
が
、
明
ら
か
に
後
か
ら
書
き
入
れ
で
「
正
応
二
奪
八
月
廿
三
日
辰
始
一

遍
房
」
と
書
か
れ
て
あ
る
こ
と
で
も
確
め
ら
れ
る
。
次
の
問
題
は
そ
の
筆
者
で

あ
る
が
、
書
き
始
め
の
分
が
一
遍
の
筆
で
な
い
こ
と
は
、
今
の
べ
た
正
応
二
年

の
一
遍
入
寂
の
乏
き
入
れ
で
明
ら
か
で
あ
る
。
　
一
遍
の
あ
と
に
時
宗
教
団
を
主

宰
し
た
他
阿
真
教
が
こ
れ
を
害
き
姶
め
た
も
の
と
し
て
恐
ら
く
誤
り
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
過
虫
帳
の
書
き
始
め
と
同
一
の
筆
致
は
同
じ
く
清
浄
光
寺
所
蔵
の
弘

安
元
年
登
時
番
帳
に
も
見
繊
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
二
冊
の
過
去
帳
が
鎌
倉
時
代
中
期
よ
り
の
書
き
継
ぎ
の
原
本
で

あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
そ
れ
を
墓
に
し
て
、

ご
頽
聖
絵
（
聖
戒
・
本
）
二
湿
上
人
縁
起
（
宗
俊
本
）
、
を
始
め
と
し
、
　
二
過
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
、
一

（392）



　
　
　
　
　
　
資
　
料
　
解
　
説

入
縁
起
熊
山
奉
納
記
等
の
史
料
的
価
値
を
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
美
術
皮
の
研

究
に
確
実
な
手
懸
り
を
与
へ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、

こ
こ
で
は
述
べ
な
い
が
、
そ
れ
に
開
賑
し
て
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
弘
安
六
年

三
月
死
去
の
僧
衆
の
終
阿
弥
陀
仏
、
弘
安
四
年
口
琴
死
去
の
尼
衆
の
西
二
屍
を

始
め
と
し
て
、
聞
々
法
名
の
上
に
「
不
」
と
注
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
そ
の
往
生
人
が
死
後
極
楽
に
往
生
し
て
い
な
い
所
謂
不
往
生
と
判
定
さ

れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
後
世
御
免
の
疇
宗
独
特
の
宗
風
が
一
遍
の
時
に
早
・

く
も
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
時
宗
の
特
色
は
帰
命
戒
と
称
し

て
、
聖
に
対
し
て
文
字
通
り
身
命
を
帰
し
て
絶
対
に
服
従
す
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
代
償
と
し
て
、
極
楽
往
生
が
保
証
さ
れ
る
。
服
従
が
絶
対
的
で
な
か
っ
た

こ
と
が
判
明
し
た
時
は
、
死
後
で
も
そ
の
往
生
が
取
消
さ
れ
る
、
生
存
中
な
ら

ば
、
教
団
を
追
放
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
端
的
に
表
明
し
た
も
の

が
、
こ
の
過
去
帳
の
「
不
」
で
あ
る
。
従
っ
て
聖
の
持
っ
て
い
る
過
去
帳
は
、

あ
る
意
昧
で
そ
の
権
威
の
源
で
あ
っ
た
。
後
生
の
髪
泰
を
潔
く
願
う
者
は
生
前

に
何
と
か
し
て
過
去
帳
に
そ
の
名
を
書
き
入
れ
て
貰
う
と
努
め
た
。
応
安
元
年

頃
に
乗
阿
弥
陀
仏
と
記
入
し
て
貰
っ
た
大
使
入
道
な
ど
が
そ
れ
で
、
裏
書
に
は

現
存
と
あ
り
命
日
が
詑
入
さ
れ
て
い
な
い
。
太
平
記
の
過
去
帳
に
名
字
を
諮
き

連
ね
て
と
云
5
の
も
、
こ
の
気
持
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
》
つ
に
厳
し
い
追
放
制
…
度
も
、
教
団
が
大
を
な
し
た
南
北
朝
時
代
以
後

は
、
厳
格
に
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
よ
5
で
、
過
去
縦
で
は
延
齢
五
年
十
月
十
六

八
二

日
往
生
の
以
阿
弥
陀
仏
、
明
徳
五
年
二
月
三
日
往
生
の
能
仏
房
に
各
「
不
」
と

注
さ
れ
て
い
る
以
後
は
、
「
不
」
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
追
放
が
寛
大
に
な
る

と
同
時
に
顕
著
と
な
っ
た
こ
と
は
、
過
去
帳
の
性
質
が
変
っ
て
き
た
こ
と
で
あ

る
。
鞍
懸
は
年
月
を
追
っ
て
往
生
人
を
記
入
し
て
来
た
の
が
、
僧
衆
で
は
応
永

三
年
以
後
、
年
月
田
が
前
後
類
倒
錯
雑
し
始
め
る
の
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
こ

の
頃
か
ら
公
武
の
上
層
階
級
の
先
祖
の
法
名
を
過
去
帳
に
書
入
れ
る
こ
と
を
始

め
た
た
め
で
あ
っ
て
、
こ
う
な
る
と
、
過
去
帳
は
後
世
御
免
の
権
威
の
源
の
意

義
を
失
い
、
教
団
に
財
す
る
志
納
の
代
償
と
し
て
の
意
義
し
か
な
く
な
っ
て
来

る
。
事
実
、
遊
行
十
一
一
代
尊
観
が
応
永
七
年
七
月
に
遊
行
を
始
め
る
と
、
過
芸

帳
の
内
容
は
根
本
か
ら
改
め
ら
れ
、
台
帳
が
薪
…
た
に
作
ら
れ
、
記
入
も
死
者
が

主
で
は
な
く
、
現
存
の
者
で
遊
行
に
結
緑
し
た
者
を
記
入
す
る
の
が
主
と
な
っ

た
。
従
っ
て
法
名
は
詑
さ
れ
る
が
、
彊
年
は
金
事
記
さ
れ
な
く
な
り
、
そ
の
代

り
裏
害
に
帰
依
者
の
身
分
が
詳
し
く
書
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
史
料
と
し
て

今
後
重
要
視
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
裏
霞
の
部
分
で
あ
る
。
私
が
以
前
の
論
交
で

主
張
し
た
皇
室
・
公
卿
・
武
家
・
庶
昆
に
亙
っ
て
時
宗
が
信
者
を
持
っ
て
い
た

こ
と
も
如
実
に
判
明
す
る
。
そ
の
詳
細
な
紹
介
は
こ
こ
で
は
控
へ
る
が
、
皇
室

で
は
、
後
小
松
天
皇
と
光
範
門
院
が
応
永
冊
年
二
月
時
正
日
に
過
表
帳
に
名
を

列
せ
ら
れ
た
。
武
家
で
は
、
高
師
直
・
師
泰
の
兄
弗
が
観
応
コ
年
二
月
二
十
六

日
に
西
宮
で
首
を
刎
ね
ら
れ
る
と
、
直
ち
に
そ
の
法
名
が
書
き
込
ま
れ
た
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
。
師
直
等
が
時
宗
の
信
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
園
太
麿
や
太
平
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記
で
も
確
め
ら
れ
る
事
実
で
あ
る
。

、
こ
の
よ
弓
に
社
会
の
各
層
に
亙
っ
て
多
数
の
信
者
を
持
っ
て
い
た
時
宗
が
、

ど
う
し
て
衰
頽
し
た
か
と
云
5
の
は
、
一
つ
の
問
題
で
あ
る
が
、
こ
の
遍
去
帳

に
依
る
と
、
過
表
帳
へ
の
記
入
が
大
量
に
行
わ
れ
た
の
は
、
文
明
三
年
六
月
に

遊
行
を
始
め
た
十
九
代
の
他
阿
の
時
ま
で
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
後
は
次
第
に
滅

少
し
て
い
る
。
応
仁
の
乱
後
急
に
時
宗
は
衰
頽
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ

で
も
過
去
帳
の
記
入
は
永
豫
六
年
に
遊
行
を
根
出
し
た
～
二
十
代
他
阿
の
時
ま
で

続
い
た
が
、
そ
こ
で
中
絶
し
て
い
る
。
こ
れ
は
僧
衆
の
過
去
帳
の
後
記
に
在
る

よ
5
に
三
十
一
代
他
阿
が
西
国
遊
行
の
際
に
紛
失
し
た
た
め
で
、
そ
れ
か
ら
六

十
余
年
し
て
敦
賀
爾
方
寺
で
過
去
帳
は
発
見
さ
れ
、
清
浄
光
寺
に
か
へ
っ
た
。

そ
の
間
に
清
浄
光
寺
で
用
い
ら
れ
た
過
去
蝶
竜
現
存
し
て
い
る
。
又
僧
衆
の
過

喪
帳
の
誰
記
に
依
る
と
、
院
よ
り
求
め
ら
れ
て
写
本
を
朝
廷
に
進
上
し
た
と
あ

る
が
、
恐
ら
く
後
小
松
院
の
時
の
こ
と
で
あ
ろ
う
．
．

　
謎
拙
稿
「
一
遜
上
人
の
時
宗
に
つ
い
て
」
　
（
本
誌
昭
和
十
九
年
十
月
号
）

黄
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》「

A
弓
、
丸
「
～
、
、
’
㌧
～
ご
「
、
，
、
、
ピ
ト
・

対
馬
1
一
玄
海
の
絶
島
対
馬
の
考
古
学
的
調
査
i
I
－

　
　
　
　
　
　
（
申
果
方
考
古
学
旧
刊
　
乙
桿
極
第
点
ハ
無
凹
）

水
　
野
　
清
　
　
一
・
樋
　
口
　
隆
　
康
・
岡
　
　
崎

敬

　
　
こ
の
島
の
重
要
さ
は
、
そ
の
地
理
的
環
境
を
考
え
た
だ
け
で
も
明
か
で
あ
る

　
が
、
従
来
全
く
世
の
人
の
眼
か
ら
と
ざ
さ
れ
て
い
た
ヴ
濫
ー
ル
を
取
り
除
か
れ

　
た
機
会
を
第
一
に
と
ら
え
て
、
東
亜
考
古
学
会
は
昭
和
二
十
三
年
入
、
九
月
の

…　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
両
月
、
金
島
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
サ
ー
ヴ
エ
イ
を
行
っ
た
。
本
書
は
そ
の
成
果
報
告
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で
あ
る
。
内
容
は
出
土
品
、
神
社
収
蔵
品
の
す
べ
て
を
綱
羅
し
こ
れ
ら
の
考
宵

学
的
知
見
を
蓋
と
し
て
、
対
馬
を
申
心
と
す
る
上
代
大
陸
交
渉
史
を
展
㎜
開
し
て

い
る
．
．

　
　
　
内
容
体
裁
－
図
版
コ
ロ
タ
イ
プ
七
十
二
版
、
挿
図
構
二
十
八
、
図
表
そ

　
　
　
　
　
　
　
の
他
十
五
、
B
5
版
、
本
文
一
和
文
。
英
文
・
三
百
二
十
余
頁
、

　
　
　
　
　
　
　
定
価
一
千
入
百
円
り

　
　
　
申
込
先
　
　
…
尽
都
市
左
京
区
北
白
川
小
倉
町
五
〇
、
京
大
人
文
科
掌
研
究

、
　
所
気
付
・
東
薯
璽
会
・
　
　
　
、
　
…
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…
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